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砂12月4日-10日は人権週間。人権意識を高めましょう F

"'，.体育館で f婦人パレ ポ Jし選手権Jが行われ 600人の女性がさわやかな汗を流じました.
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ト
重質調匡金福号と陰 従来 園良貸手盆厚金年盆

fヒ..モ仰で.
"nにより 盆開1Ja(~とに行われている届出忽ど". .櫨年盆番慰ひとって情うととができるように怒りま..

ヨ医た 寄限度を遇じた銅入配錫"墨礎年盆.号ひとつで史種できるとと/.)'6隼金相自費 量手金手織を"込監にできる

よ:うに怒りま，

基礎年金番号がスター
災済組合の各年盆，燈ごとに隼金番号を般定してし、たものを共通

来年1月

。あ芯たの基礎年金番号肱こう忽ります '0
-11月中に基礎年金番号をお知5ゼします。

今加入きれている制慢の年金子恨の

香母がそのまま島健年傘.砂1:! 

.後i加入されてもた制度の年盆

F艇の喬号"島健等金書号+=p 

聞民S事盆または'厚生年禽.
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公的年金i加入する"
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るために a舎の制度ごとの編入記録

をつな〈アため お1門事九の隼盆乎般の

配号喬号を照会し 厨谷をいた"'ニ

ととしています.ご働力お刷いします.
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第 31回市民マラソン大会 人権尊の根講演会

メキシコオリンピック躍メダ リスト君原韓三 みつめよ う l生白1そう 1ひろげよう l

さんと量コてみま喧んか.
差別町主い社舎の実現に商けて、茜地区で『人植」

lと 菅 121111日脚午前且時"分且ター ト[受付は
辛子 マと Lた人権草の楓揖摘会を聞櫨Lます。

午前 7時半、畠時)問主続行
くわしくは、市在所社会批宵謀へー

lコー>1晴 ノ地陸上世技場→岳良国産組→なら中ま
[定員] 持圃， " 人

大通旬析句遍L
l置踊絹] .，、

[圃1制帽1!I! 1 lIi = I 0I<m.中苧生量船く"世臥上町興 l'I..j，!，hJ 不要.直接会場へ.

女. 温 区 ， • 企こ ろ 胃 • 司R • 事，.・5，mo市在住在勘在守的中7
棋同"‘宵 品cH骨仁

生以上町署H:(士嘩古事者"臨..町卓也が .. ・
日月日11'10

宇崎公民..;.・叫a正"記m Uiために
干量 ;~ -j崎 固.(Io!~ん 宅"晴、It~・ct-J!). 

車 ' "圃2.5km.市在住在学時小守 4、 担金書量且惇
障嘗富町控盈..  e実.

"'1 "'H帥 "，量
6 "1'生田明 ú ，保田軒町..が~::<J . 苧畳T時 '時

m 民3・
事車川匝ーa町

、1e， hったAたちと
M ・ ん"，..

駅伝ーl他 国 5区間.吉中華位明.， チ ム 宵 ~ IH4 

まで(中学校畏円車置が主要}
-ー 剛山 ・組un関e・小開

A・
日H口>I'jO 、.，がgl.

1.部制1.岨円円、学生は恒同円〕 .. 干盆7崎 '時 8ん AつめH.と

1'l..il>iJl市住所体育碍、.出積所司公民自由に帽.Ht 揖，岨‘ ... 

け町田艇に書." 返量刑はが畠，埠えて 調 ‘ 日I1<llh劃 轟く‘"伺.. 

1 Jj 10日までに市惜所体育謀へe 干"崎、.. 
m 畑1a2畑町 1'.づ" を場奮闘 笹 事ん

組 L仙創刊ロ
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奈良市青年作品展出展作晶を募集

-・年の文化蓑漏'"惨活'闘を奨励湿興しようと 附と市現青書闘会ア突のとおり作屈を..慢し複す.

醐 1<1:. 1月期目用問叫怒らまちセンター{同町〉甘即時叩 在

住 四回15-30*OJlt軒山市町の1人明日間同町.

。出量規循

・回*....10号以上 ~号以内で銅製したもの
叫 調---](i号以上掛川市舎をしたもの.闘岬ムホール 122.7"，x lHcal以上とします

・酬…輔，~斬き幅高~I SOoo' .さ叫以内とします

・エ墾 平菌作品は艦.. 旭欄鮒四回以内kし綱策をしたもの.立体作品"般ゆ伐温綱縦油商き剛旭.き

IlUl以内と Lます (魚妬珍.，醸ずるものは除会ます}

..…此が旬醐1リm酬で縦..，圃伽，.州とし制または仮酬しで〈だ"

"写寓 カラー モノクロとも臥作品とし 囲ツ切から全・"でとします.作品" バネル，をまたは編後Lて〈どさ」

O議..  珊

惨破槻，.すいもの 拠奥，敏つもの高温を侵するもの動力掘を必餐kするもの ヲl火栓の強ι もの腐黄金しや

すももの H 腕織と恩われるもの醐吋わないものは受け付けられまぜん

。.，副秘の鳩合 ガラスヨ優句の4らのは極力会けて〈だちい..た 展示期フッタにかかるように 必ず紐をつけておい

て〈ださい.

・1:'[抗力による作必の傾偏については費!Hf'1いまぜんa

砂指定期日!:.附され企b作品iつ、では責任を筒、まぜん.

0・""け付げ
1月羽目 H守備ゆ時午後4時.ならまらセン，-，暗合則廃山コ ナ

。.'い合わ蛍 市役所祉会股宵置へ

"1舗凶山崎
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